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Disclaimer

本スライドおよびディスカッションを含めて

日本銀行の公式見解を示すものではありません。

定説がない議論や試論も含まれます。
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• CBDCを単独で議論してはいけない

• マネーシステムや決済システムの未来を考える

• 今はシステムの変革期。大きく全体を、遠くを、みる

• 大事なこと 「何が最終目的か」
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マネーとは何か？

１. 形式定義：現金と預金マネーが現代のマネー

預金マネーの二重性：信用創造と決済サービス

Q．銀行は預金負債の発行が必須、リテール決済事業者は？

Q．ポイントはマネーか？ 疑似預金マネー化するポイント

２. 機能定義

価値尺度機能、価値保蔵機能、決済機能を持つもの
がマネー （じつはもう一つある？）

マネーとは譲渡可能な債権（発行体の債務）
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現在の決済システムの原型
階層構造、中央集権的、時点ネット決済（大口は即時グロス決済に移行）

銀行A

中央銀行の資金決済システム

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・

銀行B

銀行間資金決済クリアリングハウス

銀行内での
クリアリング
（振替）

システム的には1980年代後半に形成

銀行：第３次オンライン化

第３次全銀システム：1987年稼動

日銀ネット：1988年稼動

銀行間の
クリアリング
（振込）

銀行間の
資金決済

預金マネーの二階層構造が
決済インフラを階層化

マネー債務発行者内部でのクリアリングは
決済効率性が高い 5



リテール決済事業者の立ち位置

銀行A

中央銀行の資金決済システム

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・ ・ ・ ・ ・

銀行B

決済事業者

銀行間資金決済クリアリングハウス

銀行に決済サービスを依存

e.g. クレジットカード、デビットカード、プリペイド型のキャッシュレス決済サービス

深い階層構造は高コスト化

に繋がりやすい
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一つのソリューション：FPS 小口専用の即時決済インフラ
英： 既存のFPS (Fast Payment Service) ＋ BOE・RTGSシステムアクセス

豪： 新設のNPP (New Payments Platform) + FSS (RBA小口専用 24/7 RTGS)アクセス

 24/7

 即時送金・決済

 RTGS

 中銀アカウント

銀行A

中央銀行の資金決済システム

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・ ・ ・ ・ ・

銀行B

銀行間大口資金決済クリアリングハウス小口専用

決済事業者

顧客 顧客 ・ ・

決済事業者
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別のやり方：リテールCBDC
発行者（債務者）が異なるマネーは、マネーの壁に直面

現金と同じように中銀債務（中銀マネー）をデジタル決済手段として使う

銀行A

中央銀行の資金決済システム

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・ ・ ・ ・ ・

銀行B

銀行間資金決済クリアリングハウス

リテール
CBDC

決済手段
の提供

中銀マネー

民間銀行
マネー

決済事業者
マネー (＊)

マネーの壁

横のInteroperability
縦のInteroperability

(＊) 疑似マネーとしての負債 8



銀行A

中央銀行の資金決済システム

銀行C

顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 顧客 ・ ・

銀行B

銀行間資金決済クリアリングハウス

銀行内での

クリアリン
グ（振替）

システム的には1980年代後半に形成

銀行：第３次オンライン化

第３次全銀システム：1987年稼動

日銀ネット：1988年稼動

銀行間の

クリアリング
（振込）

銀行間の

資金決済

ほかにも新しい動きが
階層構造、中央集権的、時点ネット決済（大口は即時グロス決済に移行）

セキュリティトークンの登場

①新しい市場の創造、②決済効率性向上、
③決済リスク削減：決済期間短縮、完全リア
ルタイム化のもとでは清算機関が不要に？

ペイメントトークンに対するニーズの発生？

クローズドループ型の決済インフラ

１事業者内・１システム内での決済処理

e.g. クロスボーダー送金、暗号資産

ステーブルコイン、広義にはポイントも？

中銀RTGSシステムの
リフォーム・役割変化？

24/7、DLTシステムや非資金管理インフラ（広範な資
産）との多様な接続、オープンAPI、担保カストディ

民間ホールセール用
デジタル通貨（DLT）

新しい民間マネー、従来は中銀
マネーを活用

インスタントペイメントの潮流

小口決済（銀行・非銀行）のRTGS化の
必要性は？

件数どれぐらい？
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セキュリティトークン メジャープレーヤーの参入

 

 
出典：日本銀行調査論文「分散型台帳技術による証券バリューチェーン構築の試み」、田中・副島、2020年8月 10



「決済の未来フォーラム」

分科会進行中

宣 伝
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